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東京共同センター　
７月までにあと１９万、目標１５０万筆目指す！
憲法改悪に反対する東京共同センターは、５月２２日（金）、第１６回幹事団体会議をひらき活動の交流、憲法署名の推進、全国共同センターの全国交流集会などについて討議しました。憲法署名は、５月２０日現在で１３１万２千筆に達し、７月までの目標１５０万にあと１９万へと迫りました。

また集会・学習会は１２回（各団体独自に５回）、宣伝は８７ケ所（各団体独自に１６ケ所）が取り組まれたことが報告されました。「５月２３日に大会。運動資金を含めて憲法運動の新たな提起をする」（都教祖）「５月２５日に品川正治氏の講演会（豊島区民センター）」（東京自治労連）「１月～４月の支部の活動を集約した。今後、毎月集約する。１１月に憲法運動決起集会を開催予定」（東京土建）「海賊対処法に反対する要請書を政府と防衛相に送付した」（東京革新懇）「全国本部として、４月と５月に各一回有楽町マリオン前で独自宣伝、６月に海賊対処法の国会要請を予定」（自由法曹団東京）など各団体からの報告がありました。（東京共同センター　『憲法ニュースNO.１３６』　より）
第８回憲法闘争の発展をめざす全国交流集会

―分散会での発言から①－

「和歌山県民の会」
「共同センター・県民の会」は、２００４年１１月に発足。JR和歌山駅での署名行動を実施している程度の活動だったが、２００６年に過半数署名を提起し幅を広げるため、弁護士九条の会と平和フォーラムに呼びかけた。各地域に広がり、現在８地域で取り組んでいる。０８年１２月に全県の統一行動を２４カ所で実施した。５０７人が参加し２６８４筆の署名を集めた。署名推進委員会を各組織の責任者でつくったことがこれまでのレベルを押し上げた。７月５日に2回目の全県統一行動を予定している。


「東京土建」

　情勢が厳しい割には中だるみの状況ある。全建総連を含む憲法労組連は、１０００万の憲法署名を提起し、東京土建は６５万集めている。昨年６月に１月１企画運動を提起し、各支部・分会で靖国神社視察や戦争体験を聞く集いなど多彩に取り組まれている。１００筆を集めるチャレンジャーの方針は、ペア・小組でも良いとの内容で提起し、１３９０人が応募し、８０９人５８．２％が達成した。１人１０筆の目標は、２５の分会・主婦の会・シニア友の会が達成した。３８全支部で「九条の会」が結成され、５７２分会中１０７分会で「九条の会」が結成された。一昨年の秋に品川正治さんを呼んで憲法推進学習会を８００人で開催し、昨秋は「九条の会」・小森事務局長と名古屋イラク派兵違憲訴訟・池住原告団長のトークショーには９００人が参加した。この１１月にも１０００人規模の大学習会を予定している。
「沖縄共同センター」

基地闘争は活発だが、共同センターの活動は停滞気味。日常的には、地域署名、講演会、開戦の日の宣伝・署名などを行っている。５月に代表者会議を開き、本日の参加を決めた。交流集会で確認されたことを７月の担当者会議で徹底したい。まず体制の強化をするため組織の代表者を明確にする。共同センターをどう売りだすか工夫が必要。統一連や他の共同組織もあるので、共催など共同センターを知らせていく。
「愛知共同センター」
　０７年の全県一斉宣伝１００カ所、１０５カ所、０８年８月９日は８５カ所、今年は７月９日に予定し１００カ所は越えたい。年１回全体会を行っている。０９年２月に憲法学習会を６０人参加で開催し、成瀬氏が「九条の会」と革新懇を明確に分けるべきだと講演した。瀬戸市では「九条の会」が非常に広がっている。中心はキリスト者。「九条の会」に何でも持ち込む状況あるが、共同センターが出来れば交通整理できる。６月１３日に愛知共同センターの全体会を予定しており、提起されたものを受け止めて意思統一したい。

国公労連　青年交流集会in沖縄に３６０人が参加
　６月４日～６日の国公青年交流集会２００９in沖縄が開かれ、全国から３６０名が参加しました。
第一の目的である平和学習は、沖縄本島を縦断してのとりくみ。ガマや平和祈念資料館、そして、新米軍基地建設予定地の辺野古にも行きました。住民を巻き込んでの唯一の地上戦を経験した沖縄。その沖縄を拠点として居座る米軍基地。そして「基地はいらない」とたたかう住民。参加者は、自らの目と耳で沖縄の過去と現在、青年の未来を学びました。

　参加者に大きな印象を与えたのは、辺野古で新基地反対運動を行っている方の「公務員として、何か仕事上の問題に当たったとき、最後は自分の両親の下に行動して欲しい」との言葉でした。もう一つの目的である「交流」も大成功。２日目の懇親会では、沖縄県公の仲間のバンド演奏や三線、エイサーの余興など、全国の青年が単組や地域を越えて大いに盛り上がりました。（　国公労新聞　第１３０５号』より）
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